
名称

役職名

電話番号

e-mail

地域合意形成 ジビエ等の有効利用に適した捕獲手法 捕獲鳥獣の解体･処理加工

処理加工施設における衛生管理 処理加工施設の運営 商品開発 流通

販路開拓 ペットフード利用 皮革利用 動物園等でのと体給餌

油脂利用 骨利用

）

シカ イノシシ クマ

）

全国 北海道

中国 四国 九州 沖縄

）

狩猟免許 （ 銃 ： 年 ） （ わな ： 年 ）

獣医師免許 （ 年 ） 　

）

⑫　

地域合意形成 ジビエ等の有効利用に適した捕獲手法 捕獲鳥獣の解体･処理加工

処理加工施設における衛生管理 処理加工施設の運営 商品開発 流通

販路開拓 ペットフード利用 皮革利用 動物園等でのと体給餌

油脂利用 骨利用

）

シカ イノシシ クマ

）

ジビエ利活用コーディネーター登録票

①
ふりがな いとう　よしひこ

氏　名 伊藤　善彦

⑥

専門分野

（該当するものを全て選択）

その他（

ito※wasika.co.jp　（送信の際は、※を＠に置き換えてください）

④ 所属先

株式会社 サンクワシカカンパニー

代表取締役 社長

090-1776-6315

⑦
対象鳥獣

（該当するものを全て選択） その他（

⑧
対応可能地域

東北 関東 北陸 東海

近畿

（該当するものを全て選択）
その他特定の都道府県、地域（

取得年 平成 30

取得年 元号⑨

免許及び資格

（該当するものを全て選択し、
取得年を記載）

取得年 平成 30

その他（

活動実績

活動期間 2018年4月～

地　　域 東京都

活動内容

鹿肉の栄養価値の認知度を高めて、広げて、浸透させて、それを継続していくためには何をすればよい
か。
地域ごとに異なる捕獲・処理・精肉環境や余剰傾向にある部位、量などをヒアリングさせていただきな
がら、鹿肉を安く購入することを考えるのではなく、どうすれば価値を認めてもらえて高く売れるのか
を考えて最適な商品作りと販路を見出していくことが持続可能な鹿肉文化の再興につながると考えてお
ります。
既存の外食産業への販路拡大のみにとらわれず、必要としている人たちの 潜在需要にアクセスできる
仕組み作りが大切です。
こうした仕組み作りが鹿肉の利活用率向上、鹿肉の価値向上、農村地域の所得向上にもつながると考え
ています。
里山の恵みをお裾分けしてくださる地域の人たち、その価値をより高められる商品をつくる人、価値を
伝える人、必要な人に届ける人、とチームを組んで届けていく体制を確立しています。そして必要な人
が鹿肉の良さを広げていく人になり、鹿肉ファンを増やしていくことで新たなコミュニティーを生み出
し、森の恵みへの感謝を通じて、里山と都市をつなぐ役割を果たしていきたいと思います。

活動分野

（該当するものを全て選択）

その他（

対象鳥獣

（該当するものを全て選択） その他（


